
��

　
４
月
30
日
か
ら
６
月
９
日
ま
で
市
内
21
区
を
会
場
に
、
今
回
は
特
に

諏
訪
６
市
町
村
合
併
に
か
け
る
夢
や
、
岡
谷
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
多
く
の
意
見
、
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。 

■
合
併
し
な
か
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
か
。 

□
今
後
国
か
ら
の
補
助
金
（
地
方
交
付

税
）
が
、
現
状
よ
り
４
割
く
ら
い
カ

ッ
ト
さ
れ
る
と
算
出
し
て
い
る
。
財

政
的
に
、
現
在
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

レ
ベ
ル
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
困

難
に
な
っ
て
く
る
。
合
併
し
な
け
れ

ば
、
収
入
が
減
る
中
で
、
住
民
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
組
織
が
必
要
で
あ
り
、

厳
し
い
状
況
が
予
測
さ
れ
る
。 

■
合
併
後
、
15
年
間
は
交
付
税
が
保
障

さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
後
は
19
億
円
減

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
財
政
は
大
丈

夫
な
の
か
。 

□
合
併
を
し
た
場
合
、
行
政
・
経
済
・

生
活
・
文
化
面
に
お
い
て
現
実
に
即

し
た
自
治
体
が
構
築
で
き
、
首
長
は

５
人
減
り
、
議
員
数
も
減
り
、
15
年

く
ら
い
で
市
職
員
も
500
人
減
ら
せ
、

人
件
費
だ
け
で
43
億
円
節
減
で
き
る
。

最
終
的
に
交
付
税
は
19
億
円
減
る
が
、

合
併
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
に

よ
り
健
全
財
政
が
守
ら
れ
る
。 

■
岡
谷
市
は
合
併
し
た
ら
諏
訪
盆
地
の

は
ず
れ
に
な
る
。
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

が
心
配
。 

□
対
応
策
と
し
て
、
分
権
型
合
併
に
し

て
地
域
局
を
現
在
の
庁
舎
に
置
き
、

福
祉
や
教
育
な
ど
市
民
が
直
接
関
係

す
る
も
の
は
地
域
局
で
行
い
、
一
つ

に
ま
と
め
ら
れ
る
総
務
、
企
画
、
議

会
事
務
局
な
ど
を
本
庁
に
置
く
。
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
ま
ね
か
な
い

よ
う
現
実
に
即
し
た
人
員
配
置
を
行

う
。 

■
住
民
サ
ー
ビ
ス
は
高
い
水
準
に
、
住

民
負
担
は
低
い
水
準
に
合
わ
せ
る
と

い
う
が
で
き
る
の
か
。 

□
行
政
に
は
１
７
０
０
近
く
の
事
務
事

業
が
あ
り
、
今
調
整
を
し
て
い
る
。

任
意
合
併
協
議
会
で
は
、
８
月
末
ま

で
に
新
市
の
建
設
計
画
案
を
立
て
る
。

例
え
ば
、
保
育
園
は
現
行
ど
お
り
新

市
に
引
き
継
ぎ
、
保
育
料
は
諏
訪
市

を
基
本
に
新
市
に
お
い
て
定
め
る
。

ま
た
、
長
時
間
保
育
は
諏
訪
市
、
一

時
保
育
は
茅
野
市
、
休
日
保
育
は
岡

谷
市
と
い
う
よ
う
に
、
安
い
方
に
統

一
し
て
い
く
方
向
が
出
て
い
る
。
負

担
と
し
て
、
地
方
税
の
税
率
は
、
標

準
税
率
を
使
う
た
め
ほ
と
ん
ど
同
じ
。 

■
財
産
区
は
ど
う
な
る
の
か
。 

□
財
産
区
は
そ
の
ま
ま
の
形
で
残
る
。 

■
各
地
区
で
行
っ
て
い
る
「
い
き
い
き

デ
イ
」
等
は
続
け
て
い
け
る
の
か
。 

□
合
併
後
も
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
存

在
し
、
特
色
あ
る
地
域
が
維
持
で
き

る
体
制
を
つ
く
る
。 

①
諏
訪
６
市
町
村 

　
　
　
　
合
併
に
つ
い
て 
①
諏
訪
６
市
町
村 

　
　
　
　
合
併
に
つ
い
て 

■
…
市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見 

□
…
市
回
答 
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■
ラ
ラ
オ
カ
ヤ
の
大
型
店
撤
退
後
の
利

用
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

駅
南
開
発
の
複
合
館
は
白
紙
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
ど
う
す
る
の
か
。 

□
ラ
ラ
オ
カ
ヤ
は
諏
訪
バ
ス
さ
ん
が
90

％
の
床
を
所
有
し
、
残
り
の
10
％
は

約
20
人
の
権
利
変
換
さ
れ
た
方
が
所

有
す
る
床
で
あ
る
。
諏
訪
バ
ス
さ
ん

は
、
企
業
と
し
て
新
し
い
テ
ナ
ン
ト

を
探
し
て
き
た
が
、
大
型
商
業
施
設

が
来
な
い
時
代
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

な
か
な
か
再
生
が
難
し
い
と
こ
ろ
で

あ
る
。
駅
南
の
計
画
は
第
３
次
総
合

計
画
の
後
期
基
本
計
画
の
中
で
構
築

し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。 

（
※
６
月
に
諏
訪
バ
ス
さ
ん
よ
り
、
企

業
経
営
の
厳
し
さ
か
ら
自
力
に
よ
る

再
生
は
不
可
能
で
あ
り
、
市
で
再
利

用
を
図
っ
て
ほ
し
い
と
の
話
が
あ
り
、

そ
れ
を
受
け
７
月
15
日
に
庁
内
に
『
駅

周
辺
地
区
活
性
化
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
』
を
設
置
し
ま
し
た
。
ラ

ラ
オ
カ
ヤ
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
区
を

今
後
ど
の
よ
う
に
活
性
化
し
て
い
く

べ
き
か
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
、

要
望
を
お
聞
き
し
、
活
性
化
検
討
計

画
に
反
映
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。） 

■
岡
谷
病
院
を
建
て
替
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
良
い
病
院
に
な
る
の
か
。 

□
岡
谷
病
院
の
建
て
替
え
は
、
岡
谷
市

の
大
き
な
課
題
の
一
つ
で
あ
り
、
岡

谷
市
の
医
療
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
な

ど
、
広
い
範
囲
か
ら
意
見
を
聞
き
、

病
院
建
設
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。 

（
※
７
月
11
日
、
庁
内
に
『
岡
谷
市
病

院
研
究
委
員
会
』
を
設
置
し
ま
し
た
。

岡
谷
病
院
お
よ
び
塩
嶺
病
院
の
地
域

医
療
に
お
け
る
今
後
の
目
指
す
べ
き

方
向
等
に
つ
い
て
調
査
お
よ
び
研
究

を
行
い
ま
す
。） 

■
大
学
誘
致
は
将
来
的
な
経
済
、
予
算

面
か
ら
疑
問
の
声
が
あ
る
。
県
知
事

も
消
極
的
だ
が
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。 

□
少
子
化
な
ど
大
学
を
取
り
巻
く
環
境

が
厳
し
い
時
代
で
は
あ
る
が
、
芝
浦

工
業
大
学
は
大
学
経
営
の
プ
ロ
で
あ

り
、
現
在
岡
谷
市
へ
の
新
学
部
設
置

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
県
の
支
援
が
ほ

と
ん
ど
見
込
め
な
い
状
況
の
中
で
、

創
意
工
夫
と
努
力
で
大
学
を
設
置
で

き
る
か
ど
う
か
、
市
民
の
み
な
さ
ん

と
話
し
合
い
を
し
て
い
き
た
い
。 

■
中
央
通
り
４
丁
目
の
開
発
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。 

□
昨
年
、
４
丁
目
地
区
を
対
象
に
土
地

区
画
整
理
事
業
で
の
開
発
意
向
調
査

を
実
施
し
た
が
、
事
業
手
法
に
理
解

を
得
が
た
い
結
果
と
な
っ
た
。
４
丁

目
を
含
む
中
心
市
街
地
の
活
性
化
は

重
要
な
課
題
で
あ
り
、
商
業
者
や
権

利
者
の
み
な
さ
ん
と
随
時
話
し
合
い

を
持
ち
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

■
岡
谷
市
は
東
海
地
震
防
災
対
策
強
化

指
定
地
域
に
指
定
さ
れ
た
が
、
市
の

取
り
組
み
は
ど
う
か
。
ま
た
、
区
は

ど
う
取
り
組
み
を
し
た
ら
よ
い
か
。 

□
今
年
度
、
公
共
施
設
の
耐
震
診
断
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
昭
和
56
年
以

前
に
建
て
ら
れ
た
個
人
木
造
住
宅
、

公
会
所
等
の
耐
震
診
断
の
助
成
を
行

う
。
今
年
度
、
市
内
全
区
に
自
主
防

災
組
織
が
で
き
る
。
９
月
１
日
に
川

岸
ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
総
合
防
災
訓
練

を
行
う
が
、
各
地
域
で
も
防
災
訓
練

を
し
て
ほ
し
い
。 

2003
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②
岡
谷
市
の 

　
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て 

②
岡
谷
市
の 

　
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て 

　いただいたご意見は、今後の市政運営の参考にさせていただき
ます。時間等の関係で、市長と我がまちトークで話せなかったこ
とや聞けなかったことは、出前講座をご利用いただくとともに、
アイデアメール、手紙、ＦＡＸ、Ｅメールなどでお寄せください。 

■
合
併
す
る
な
ら
６
市
町
村
一
緒
に
す

る
の
が
良
い
が
、
合
併
し
な
か
っ
た

市
町
村
は
ど
う
な
る
の
か
。 

□
今
回
は
新
設
対
等
合
併
す
る
こ
と
で

協
議
し
て
い
る
。
今
回
合
併
で
き
な

か
っ
た
自
治
体
が
将
来
合
併
す
る
場

合
は
、
吸
収
合
併
と
な
る
。 

■
住
民
投
票
を
す
る
の
か
。 

□
６
市
町
村
で
明
確
に
住
民
投
票
を
す

る
の
は
、
下
諏
訪
町
と
富
士
見
町
で

あ
る
。
岡
谷
市
、
諏
訪
市
、
茅
野
市
、

原
村
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り

民
意
の
掌
握
を
し
て
い
く
。
岡
谷
市

で
は
、
18
歳
以
上
の
す
べ
て
の
市
民

の
み
な
さ
ん
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
う
予
定
で
あ
る
。 

■
任
意
合
併
協
議
会
で
合
併
が
決
ま
る

の
か
。 

□
任
意
合
併
協
議
会
で
は
結
論
は
出
な

い
。
次
の
段
階
に
法
定
合
併
協
議
会

が
あ
り
、
そ
れ
は
議
会
の
議
決
が
必

要
に
な
る
。
民
意
の
把
握
を
し
、
議

会
で
徹
底
的
に
論
議
し
、
議
会
の
議

決
に
よ
っ
て
合
併
す
る
か
し
な
い
か

を
決
め
る
。 



☆
新
市
建
設
計
画
案
の
中
間
報
告
に
基
づ

き
協
議
さ
れ
ま
し
た
。【
計
画
案
の
構

成
は
、
６
月
15
日
号
の
「
広
報
お
か
や
」

に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
】 

★
中
間
報
告
の
概
要 

新
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上 

で
の
重
視
す
べ
き
３
つ
の
視
点 

①
「
人
と
環
境
」
を
重
視
す
る
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り 

②
「
諏
訪
ブ
ラ
ン
ド
」
を
創
造
・
発
信
す
る

躍
動
す
る
ま
ち
づ
く
り 

③
「
地
域
」
を
尊
重
す
る
地
域
主
権
の
ま
ち

づ
く
り 

新
市
の
め
ざ
す
将
来
像 

　
「
諏
訪
湖
と
八
ヶ
岳
が
ひ
び
き
あ
う
、
や

さ
し
さ
と
躍
動
の
日
本
中
央
拠
点
都
市
」 

将
来
像
実
現
の
た
め
の
基
本
目
標 

①
地
球
に
や
さ
し
い
快
適
環
境
都
市 

②
人
に
や
さ
し
い
健
康
福
祉
都
市 

③
創
造
性
あ
ふ
れ
る
生
涯
学
習
・
文
化
都
市 

④
世
界
へ
は
ば
た
く
中
核
的
産
業
都
市 

⑤
未
来
を
拓
く
交
流
拠
点
都
市 

⑥
と
も
に
つ
く
る
市
民
参
画
・
協
働
・
自
立
都
市 

任
意
合
併
協
議
会

任
意
合
併
協
議
会 
任
意
合
併
協
議
会

任
意
合
併
協
議
会 
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☆
平
成
14
年
度
協
議
会
決
算
報
告 

☆
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い 

福
祉
医
療
（
医
療
費
特
別
給
付
金
） 

制
度 

◇
乳
幼
児
医
療
費
…
就
学
前
を
対
象
と
し
、

所
得
制
限
な
し
に
統
一
す
る
。
た
だ
し
、

原
村
に
つ
い
て
は
３
年
の
経
過
措
置
を
設

け
る
。 

◇
老
人
医
療
費
…
県
補
助
対
象
基
準
に
統
一

す
る
。
た
だ
し
、
原
村
お
よ
び
富
士
見
町

に
つ
い
て
は
５
年
程
度
の
経
過
措
置
を
設

け
る
。 

学
校
給
食
の
実
施
・
学
校
給
食
費 

　
学
校
給
食
は
引
き
続
き
実
施
す
る
。
学
校

給
食
費
は
合
併
時
に
現
行
を
基
本
に
統
一
す

る
。 

新
市
に
お
け
る
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

例
（
41
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
） 

　
主
な
も
の
は
、
▽
諏
訪
湖
浄
化
▽
合
併
記

念
公
園
整
備
▽
火
葬
場
整
備
▽
消
防
庁
舎
等

整
備
▽
病
院
整
備
▽
住
民
参
画
の
地
域
福
祉

体
制
づ
く
り
▽
大
学
等
高
等
教
育
機
関
・
研

究
機
関
誘
致
▽
産
学
官
連
携
の
推
進
等
に
よ

る
ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
産
地
形
成
▽
中
心
市

街
地
・
既
存
商
店
街
活
性
化
▽
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
整
備
促
進
▽
市
内
循
環
バ
ス
運
行
等

環
境
に
や
さ
し
い
公
共
交
通
機
関
整
備
▽
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
地
域
の
自
立
運
営
保
障
シ
ス

テ
ム
強
化
▽
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
な
ど
。 

財
政
推
計 

　
平
成
17
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の
合

併
し
た
場
合
と
、
し
な
い
場
合
の
財
政
推
計

（
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
を
示
し
ま
し
た
。 

　
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
を
基
に
、
新

市
建
設
計
画
案
策
定
小
委
員
会
で
さ
ら
に

協
議
し
、
再
度
任
意
合
併
協
議
会
に
報
告

す
る
予
定
で
す
。 

◇
副
委
員
長
に
行
田
　
俊
委
員
（
原
村
会
議

員
）
を
選
出 

◇
４
月
15
日
か
ら
６
月
15
日
ま
で
の
新
市
の

名
称
候
補
応
募
総
数
３
１
０
１
件 

◇
上
位
10
位
は
「
諏
訪
」、「
諏
訪
湖
」、「
す

わ
」、「
御
柱
」（
み
は
し
ら
）、「
新
諏
訪
」、

「
す
わ
湖
」、「
信
州
諏
訪
」、「
す
わ
こ
」、

「
諏
訪
大
社
」、「
八
ヶ
岳
」 

◇
上
位
３
位
は
「
諏
訪
」、「
諏
訪
湖
」、「
す

わ
」
を
選
定
し
、
任
意
合
併
協
議
会
に
報

告
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。 

　
第
１
部
は
、
田
中
雅
夫
あ
き
る
野
市
長
に

よ
る
「
合
併
と
ま
ち
づ
く
り
」
の
講
演
会
を

実
施
、
諏
訪
６
市
町
村
が
特
色
を
生
か
し
て

合
併
す
れ
ば
、
日
本
を
代
表
す
る
自
治
体
に

な
る
な
ど
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
第
２
部
は
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
、
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
廣
瀬

博
人
さ
ん
の
司
会
で
、
諏
訪
圏
青
年
会
議
所

理
事
の
宮
澤
あ
ゆ
み
さ
ん
、
新
市
建
設
計
画

案
策
定
小
委
員
会
委
員
長
の
小
口
政
博
さ
ん
、

林
新
一
郎
岡
谷
市
長
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、

田
中
雅
夫
あ
き
る
野
市
長
が
助
言
者
と
な
り
、

合
併
や
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
な
ど

に
つ
い
て
討
論
を
行
い
、
会
場
か
ら
の
質
問

に
も
答
え
ま
し
た
。 

シ
リ
ー
ズ
合
併
⑰ 

任
意
合
併
協
議
会
な
ど
で 

決
定
し
た
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す 

第10回任意合併協議会のようす 
（岡谷市役所） 

約200人の方が熱心に耳をかたむけました 
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住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
市
民
課
窓
口
へ
運
転

免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
等
本
人
写
真
が

添
付
さ
れ
た
官
公
署
が
発
行
し
た
書
類

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。（
本
人
確
認
の

た
め
使
用
し
ま
す
） 

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
有
効
期
間

は
10
年
で
す
。 

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
手
数

料
と
し
て
500
円
か
か
り
ま
す
。 

 

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
よ
り 

①
全
国
ど
こ
の
市
町
村
で
も
自
分
の

住
民
票
の
写
し
が
取
れ
ま
す
。（
戸

籍
の
表
示
を
省
略
し
た
も
の
） 

②
引
越
し
の
手
続
で
窓
口
に
行
く
の

は
転
入
時
１
回
だ
け
で
済
み
ま
す
。 

③
公
的
個
人
認
証
制
度
が
開
始
さ
れ

れ
ば
電
子
署
名
を
利
用
し
た
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
申
請
・
届
出
が
可

能
と
な
り
ま
す
。 

    
◆
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
、
高
度
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
を
備
え
た
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
を
内
蔵
し
て
い
ま
す
。 

◆
目
視
角
度
に
よ
り
色
が
変
化
す
る
特

殊
印
刷
を
施
し
て
い
ま
す
。 

◆
極
小
サ
イ
ズ
の
文
字
（
マ
イ
ク
ロ
文

字
）
を
用
い
偽
造
防
止
に
努
め
て
い

ま
す
。 

◆
輸
送
中
の
不
正
利
用
防
止
の
た
め
、

輸
送
鍵
の
設
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

◆
な
り
す
ま
し
、
改
ざ
ん
、
偽
造
防
止

の
た
め
、
パ
ス
ワ
ー
ド
の
照
合
に
よ

り
相
互
認
証
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

規
定
回
数
以
上
の
照
合
失
敗
時
に
カ

ー
ド
を
自
動
的
に
ロ
ッ
ク
状
態
に
し

ま
す
。 

◆
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
内
蔵
さ
れ

た
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の
こ
じ
開
け
等
の
攻

撃
に
対
し
、
メ
モ
リ
内
の
情
報
が
読

み
出
せ
な
い
よ
う
耐
性
タ
ン
パ
ー
機

構
を
施
し
て
い
ま
す
。 

◆
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
内
の
各
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
間
は
フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ

ー
ル
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

◆
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
内
の
各
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対
し
て
は
、
ア
ク

セ
ス
権
限
を
も
つ
サ
ー
ビ
ス
の
み
が

ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

８月25日より 

住民基本台帳カードの交付が始まります 

希望者 
には 

カードは次のどちらかの選択になり市民課窓口で交付されます 

△△市 

住民基本台帳カード 

2013年○月△△日まで有効 

住基　花子 

△△市役所市民課　 TEL:○○○－△△△－□□□□ 

氏　　名 

連絡先 

△△市 

住民基本台帳カード 

2013年○月△△日まで有効 
昭和＊＊年＊＊月＊＊日  性別 女 
住基　花子 
○○市△△町2丁目2番1号 

△△市役所市民課　 TEL:○○○－△△△－□□□□ 

生年月日 

氏　　名 
住　　所 

連絡先 

Ａバージョン Ｂバージョン Ａバージョン Ｂバージョン 

写真 
20mm 
× 

16mm

・表面記載  ────────────  発行市町村名・有効期限・連絡先（市役所担当課、電話番号） 
・内部記録（ICチップへの記録）──  住民票コード・相互認証情報・暗証番号（申請者本人の設定）・発行市町村コード 

表面記載 
個別事項 

氏　　名 

（身分証明書としては使用できません） 
氏　名・生年月日・性　別・住　所 

（身分証明書として使用できます） 

両バージョン共通事項 

問合せ先 

市 民 課 
1２３－４８１１ 

内線１１５３ 
E-mail:ss@city.okaya.nagano.jp

住
民
基
本
台
帳 

　
　
　
　
カ
ー
ド
の
交
付 

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の 

　
　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策 


